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編
集
委
員
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
改
革
や
そ

の
動
向
と
関
わ
ら
せ
て
書
評
す
る
こ
と
を
依
頼

さ
れ
た
。

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
教
育
事
情
に
言
及
す
る
紙

幅
に
制
限
の
出
る
こ
と
を
承
知
し
つ
つ
も
、
ぜ

ひ
映
画
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
」

に
触
れ
さ
せ
て
ほ
し
い
と
頼
み
込
ん
だ
。
と
い

『
美
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い
国
△

安
倍
晋
三
箸

二
○
○
六
年
、
文
春
新
書
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格
差
の
拡
大
、
固
定
を
許
さ
な
い

岩
橋
法
雄

書
評
◇

識
篭
承
認
魂
藏
蕊
訴
、
、
陣
（
殖

０
ョ

い
』
準
一
．
荒
苅
紀
斫
輝
博
》
》
刑
罰
》
、
吋
酊
‐
雌 う
の
は
、
安
倍
晋
一
一
一
氏
が
イ
ギ
リ
ス
の
元
首
相

サ
ッ
チ
ャ
ー
女
史
の
断
行
し
た
教
育
改
革
を
称

賛
し
、
自
ら
の
教
育
改
革
提
言
の
モ
デ
ル
と
し

て
い
る
こ
と
と
、
本
質
は
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
映
画
は
、
昭
和
一
一
一
三
年
（
一
九
五
八
年
）

の
東
京
の
下
町
を
舞
台
と
し
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
温
か
な
交
流
を
描
い
て
い
る
。
だ
が
、

昭
和
三
○
年
代
は
、
安
倍
氏
が
い
う
よ
う
な

「
物
は
な
い
け
ど
、
心
は
豊
か
だ
っ
た
あ
の
時

代
…
」
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
振
り
返
る
よ
う

な
時
代
で
は
な
く
、
物
は
増
え
始
め
る
時
代
で

あ
り
、
「
持
て
る
者
」
と
「
持
た
ざ
る
者
」
と

の
格
差
が
拡
が
り
始
め
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
自
分
の
子
ど
も
に
は
「
物
」
を
持
た

な
い
こ
と
か
ら
く
る
惨
め
さ
、
差
別
感
を
味
あ

わ
せ
な
い
た
め
に
と
、
「
物
」
を
持
つ
こ
と
を

価
値
基
準
に
追
わ
れ
て
い
く
時
代
（
高
度
成
長

期
）
の
始
ま
り
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭

和
三
一
一
一
年
は
学
習
指
導
要
領
が
「
基
準
」
化
さ

れ
、
そ
し
て
二
年
後
に
は
全
国
一
斉
学
カ
テ
ス

胃
四
一

卜
が
実
施
さ
れ
、
テ
ス
ト
主
義
教
育
が
推
進
さ

れ
て
い
く
。
教
師
は
そ
の
達
成
を
勤
務
評
定
に

よ
り
強
制
さ
れ
る
。

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
階
級
・
階
層
格
差
が

根
強
く
残
っ
て
い
る
。
だ
が
、
同
時
に
、
そ

れ
に
抵
抗
し
、
労
働
者
階
級
自
身
の
生
活
と
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
守
ろ
う
と
す
る
土
壌
が
あ
る
。

物
が
無
い
な
ら
無
い
な
り
に
、
我
々
の
生
活
が

で
き
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
さ
、
「
奴
ら
と
は

違
う
」
と
い
う
文
化
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、

「
別
な
（
奴
ら
の
）
世
界
」
の
価
値
基
準
で
社

会
移
動
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
サ
ッ
チ
ャ
ー

は
、
こ
の
労
働
者
階
級
の
社
会
文
化
枠
組
み
を

打
破
し
て
、
能
力
主
義
の
一
元
的
価
値
観
で
競

争
す
る
「
私
」
個
人
を
創
出
し
、
経
済
成
長

至
上
主
義
の
シ
ス
テ
ム
に
寄
与
さ
せ
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
産
み
出
さ
れ
た
の
が

当
時
ヤ
ッ
ピ
ー
（
芒
ロ
ミ
）
と
呼
ば
れ
た
新
中

間
層
で
あ
る
。
中
間
層
全
体
の
拡
大
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
日
本
の
高
度
成
長
期
を
お
手
本
に
し
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た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
全
国
統
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
そ
れ
に

基
づ
く
七
歳
、
’
一
歳
、
’
四
歳
、
’
六
歳

の
統
一
試
験
、
そ
し
て
大
学
進
学
の
た
め
の
一

八
歳
の
試
験
と
、
ま
さ
に
テ
ス
ト
主
義
が
横
行

す
る
。
こ
の
テ
ス
ト
結
果
は
、
学
校
の
教
育
力

を
は
か
る
も
の
と
し
て
公
表
さ
れ
る
（
リ
ー

グ
・
テ
ー
ブ
ル
）
。
リ
ー
グ
・
テ
ー
ブ
ル
と
は
、

も
と
も
と
勝
ち
負
け
が
即
チ
ー
ム
の
興
行
成
績

に
響
く
サ
ッ
カ
ー
の
勝
敗
表
で
あ
る
。
ま
さ
に

教
育
を
非
常
な
勝
ち
負
け
の
世
界
に
露
骨
に
投

げ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
優
秀
な
生

徒
を
多
く
集
め
た
学
校
が
生
徒
数
に
応
じ
た
財

源
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ま
す
ま
す
教

育
条
件
が
確
保
さ
れ
、
さ
ら
に
優
秀
な
生
徒
を

集
め
て
い
く
。
そ
う
で
な
い
学
校
は
結
局
、
廃

校
と
い
う
脅
威
に
晒
さ
れ
る
。
つ
と
に
指
摘
さ

れ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
「
成
績
優
秀
校
」
の
周

り
に
は
裕
福
な
家
庭
が
引
っ
越
し
て
く
る
。
そ

し
て
、
そ
の
地
域
は
不
動
産
が
高
騰
す
る
。

「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
１
ナ
ル
』
（
二
○
○
六

年
三
月
）
も
そ
の
異
常
さ
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
高
騰
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
移
動
で

き
な
い
家
庭
は
取
り
残
さ
れ
、
経
済
的
・
文
化

的
格
差
に
よ
る
地
域
分
断
が
生
じ
る
。
安
倍
氏

の
一
一
一
一
目
う
「
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
」
は
こ
う
い
う
競
争

主
義
的
な
「
私
」
個
人
と
し
て
、
人
間
個
人

を
地
域
の
連
帯
か
ら
切
り
離
す
事
態
を
生
む
の

で
あ
る
。
「
三
丁
目
の
夕
日
」
で
安
倍
氏
が
夢

想
し
た
く
地
域
の
人
々
の
温
か
い
結
び
つ
き
〉

が
、
な
ん
と
空
疎
に
響
く
こ
と
か
。
決
し
て

「
美
し
い
国
」
に
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
三
王
国
（
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）

と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
の
ぞ
い
て
、
｜
｜
歳
の
統
一

試
験
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
で
は
、
二
○
○
｜
年
に
学
校
別
の
成
績
結
果

の
公
表
を
止
め
、
今
で
は
一
四
歳
ま
で
の
統
一

テ
ス
ト
の
廃
止
を
決
め
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン

」
四
Ｊ

ド
で
も
、
見
直
し
の
声
の
強
さ
に
、
七
歳
時
の

テ
ス
ト
結
果
の
公
表
は
廃
止
の
方
向
を
打
ち
出

し
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
新
自
由
主
義
の
教
育

「
改
革
」
を
推
進
し
て
き
た
保
守
党
自
身
が
、

野
党
に
下
っ
た
今
日
、
行
き
す
ぎ
た
能
力
主
義

教
育
に
対
す
る
国
民
諸
階
層
の
反
発
に
敏
感
に

反
応
し
、
公
共
政
策
と
し
て
の
教
育
政
策
の
見

直
し
を
提
唱
し
た
。

こ
こ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
「
改
革
」
を
反

省
さ
せ
て
き
た
の
は
、
可
視
的
な
階
層
差
別
に

対
す
る
抵
抗
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
社
会

的
公
正
を
求
め
る
民
主
主
義
の
力
と
し
て
作
用

し
、
能
力
主
義
的
価
値
基
準
の
一
元
的
支
配
の

浸
透
を
押
し
と
ど
め
た
か
ら
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
、
日
本
で
は
、
能
力
に
よ
る
格
差
を
当
然

視
す
る
観
念
も
浸
透
し
や
す
い
。
そ
し
て
、
能

力
獲
得
に
あ
た
っ
て
の
本
人
の
努
力
を
既
に
規

定
し
て
い
る
経
済
的
、
社
会
・
文
化
的
条
件
に

対
す
る
社
会
的
公
正
の
施
策
が
放
棄
さ
れ
、
失

敗
も
成
功
も
含
め
て
能
力
獲
得
の
自
己
責
任
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が
強
調
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
失
敗
者
」
に
は

「
仕
方
な
い
で
し
ょ
う
」
「
現
状
を
受
け
入
れ

な
さ
い
」
と
一
一
一
一
巨
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
イ
ギ

リ
ス
以
上
に
、
格
差
は
拡
大
し
固
定
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
安
倍
氏
の
唱
道
す
る
「
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
は
ま
っ
た
く
の
絵
空
事
で
し
か
な
い

と
、
実
感
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

（
い
わ
は
し
・
の
り
お
琉
球
大
学
法
文
学
部
）
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